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GEOTAIL 16Hz MGFデータによる太陽風中の磁場不連続の厚さの検討

On the thickness of interplanetary magnetic discontinuities:GEOTAIL high-time

resolution MGF data
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ジオテイル衛星の1 6 H zサンプリングの M G Fデータを用い、磁場不連続の厚さと磁場変化の途中経過を調べた。
Tangential discontinuityの多かった1 9 9 4年1 1月9日について、3秒値データ中で見つけた磁場不連続を1 6 H zデータで
見直すと、不連続層の厚さはおよそ2 4 0 0 - 5 6 0 0 k m（遷移持間6 - 1 4秒、太陽風速4 0 0 k m / s）と、予想よりかなり緩や
かな磁場変化であった。このときラーマー半径はイオンで約4 0 k m ,電子で約1 k mであった。より薄い不連続を探そ
うとすると、磁場変化の小さなものに限られる傾向がある。約８秒で下流側から上流側の状態へ遷移する不連続
では、下流側でずっと見えていた約2Hzの波が遷移中の磁場変化に重畳し、上流側で消える例が見られた。

スピン衛星による太陽風磁場の観測値は、その一次処理過程で衛星のスピン周期ないしその整数倍の時間精度
となることが多い。そのため、太陽風中の磁場不連続( d i s c o n t i n u i t y )の厚さを調べようとしても、磁場変化が急激
で、データの間隔に近い時間で終わってしまい、厚さの情報を正確に知ることが困難であった。今回、ジオテイ
ル衛星の1 6 H zサンプリングのM G Fデータを使うことによって、磁場不連続の厚さと磁場変化の途中経過を調べる
ことができた。一般には、磁力計のオフセットや衛星本体に由来する磁場の差し引きなどの一次処理を経ていな
いデータを使用することは危険であるが、ジオテイルの磁場観測ではこうした人工の磁場成分が小さく、また、
太陽風中では観測レンジの切り替えが少なかったこともあり、良質のデータが得られている。

Tangential discontinuityの多かった1 9 9 4年1 1月9日について、3秒値データ中で見つけた磁場不連続を1 6 H zデータ
で見直すと、不連続層の厚さはおよそ2 4 0 0 - 5 6 0 0 k m（遷移持間6 - 1 4秒、太陽風速4 0 0 k m / s）と、予想よりかなり緩
やかな磁場変化であった。このときラーマー半径はイオンで約4 0 k m ,電子で約1 k mであった。より薄い不連続を探
そうとすると、磁場変化の小さなものに限られる傾向がある。約８秒で下流側から上流側の状態へ遷移する不連
続では、下流側でずっと見えていた約2Hzの波が遷移中の磁場変化に重畳し、上流側で消える例が見られた。
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